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平成 2７年度定期総会開催 

 平成２７年度定期総会は６月２３日（火）午

後３時から東京都道路整備保全公社Ａ・Ｂ会議

室において、会員８０名が参加して開催されま

した。 

 藤田理事の進行により、まず杉浦会長から

「昨年度は、皆さんのおかげで防災訓練などの

恒例の活動を着実に行うことが出来た。今年度

は定常の活動に加え、迫り来る災害に対して、

改めて協会として成し得ることを確認し合う

１年にして欲しい。多くの活動に参加された会

員に感謝するとともに、事情によりなかなか参

加が叶わない

会員も、お持ち

の意欲と経験

で協会を支え

ていただきた

い。」との挨拶

がありました。 

    杉浦会長 

また来賓である横溝東京都技監(建設局長)、

山口東京都道路整備保全公社理事長、飯尾東京

都公園協会理事長からそれぞれ丁寧な御挨拶

をいただきました。 

 

  横溝都技監   

  
  山口理事長       飯尾理事長 

続いて中田会員を議長に選出し議事に入り

ました。まず平成２６年度事業報告を野村理事

が、同収支決算報告を萩原理事が説明し、今回

で本部役員を退任される小山監事が会計監査

報告を行った後、満場の拍手で承認されました。

続く平成２７年度事業計画（案）は新井副会長

が、これに伴う予算（案）を萩原理事が説明し、

これも満場一致で承認されました。次の役員選

出では、杉浦会長が改めて互選され、引き続き、

会長により新副会長に矢野末義さんが、再任の

理事１０名と監事２名が改めて指名されまし

た。また顧問の任期も会長に準じており、現顧

問５名が再指名されました。最後に我々がもっ

ともお世話になる事務局書記の「川久保和子」

さんが紹介され議事が終了しました。 

 議事終了後、会長から今年度のリーダーに委

嘱状が手渡され、また協会に貢献されてきた下

記の方々への感謝状の贈呈、新入会員１０名の

紹介、挨拶等があり、全ての次第を終えました。 

 １５年継続会員(敬称略、以下同) 

増沢一朗、三原徹次郎、二宮克弘 

 １０年継続会員 

大久保林一、川口眞人、小林和雄、杉本隆男、

平田忠夫、本間弘、丸岡敏夫、吉田征人 

 リーダー及びサブリーダー退任者 

  稗田建、原田龍次、杉本隆男、篠原憲一 

建設防災 

ボランティアニュース 

第 56 号 

・ 平成２７年度定期総会 
・ 第１回リーダー会 
・ 風水害対策訓練 
・ 砂防ボランティア全国の集い 
・ 意見交換会（北北建・南東建） 
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 年間１０回以上活動会員【( ）内活動回数】 

  池田繁敏(17)、小山完治(15)、佐野正生、小川

恭治、瀧澤勝(以上 14)、中田勝司、吉田安輝､

中込孝仁、新川彰(以上 13)、船山吉久、伊藤政

行、林健一郎(以上 12）、荒川晃、浅田光昭、本

間弘、井上幸夫、舛原邦明(以上 11）、倭文佐一、

岩井壯三、丸山勝彦、黒渕弘二、高橋好弘、藤

井賢介(以上 10） 

 本部役員退任者    

小山幸也 

 

総会終了後、６０名の方々が場所を都庁第二

庁舎４階食堂に移し懇親会を行いました。矢野

副会長の元気の良い司会の下、杉浦会長の乾杯

に始まり、途中新入会員の楽しい挨拶もあり、

元気よく和やかな時間を過ごし、駆けつけた村

尾顧問の締めでお開きとなりました。会員の皆

様長時間の御協力誠にありがとうございまし

た。今年度もよろしくお願いいたします。 

 

紹介された新入会員 

広報担当理事 林幹生 

 

定定期期総総会会にに参参加加ししてて 
 
今年度から建設防災ボランティア協会の会

員となり、初めて定期総会に参加しました。こ

れから、どうぞよろしくお願いいたします。 
 さて、今回参加して改めて感じたことが、２

点ほどありました。 
 一つは、当協会が、平成７年の阪神淡路大震

災を契機として、平成９年６月に設立され、既

に丸１８年が経過しているということ。そして、

この長きにわたるボランティア活動に、ＩＤ番

号から推察して、これまで延べ２３４名もの皆

さんが携わってこられたということです。 
現在も１５４名の方が会員登録されていて、

会員の方々は皆さん、公共土木施設の整備、管

理等の深い経験や知識を持っておられます。こ

れほどの組織が、永年にわたって、しっかりと

体制を運営、維持し、建設局や道路整備保全公

社、公園協会と連携して、日頃から大規模地震

など東京で発生が想定されている災害、有事に

備えていることを実感しました。 
二つ目は、その活動が、都の総合防災訓練や

局の初動対応訓練など防災訓練への参加は勿

論のこと、発災時など、もしもの時の活動に活

かせるよう災害や防災等に関する知識、情報を

得るため、救命技能の講習会や砂防に関する講

習会、大規模な公共事業等の現場見学会の開催

など、多岐にわたり年間を通して数多く行われ

ていることです。 
また、各建設事務所が行う道路施設点検や河

川愛護月間の行事等への参加、協力を行うとと

もに、勝鬨橋見学ミニツアーの説明・案内役と

して、年末年始等を除くほぼ毎週、支援活動を

しています。 
このように、本当に幅広く様々な活動を展開

していますが、これによって会員相互の連帯感

や一体感をより強くしていると感じました。 
 この１年を見ても、広島市の土砂災害や御嶽

山の噴火、最近の箱根や浅間山の火山活動の活

発化など、災害はいつどこで起きるかわかりま

せん。災害が起きないことを祈りつつも、災害

への備えに遣り過ぎはないことを、総会に参加

し、改めて肝に銘じたところです。 
六建班 横井 純夫 

 

第第１１回回リリーーダダーー会会議議開開かかれれるる  

今年度第１回リーダー会議が６月２９日午後、

道路整備保全公社１７Ｆ会議室において開かれま

した。これは、１週間前の第１９回定期総会で承認
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された事業計画に基づき、本年度事業を円滑に

進めるために協会役員と各事務所リーダー・サブ

リーダーの方々との意思疎通や意見交換等を図

るために毎年行なっているものです。 

 会議は新井副会長の司会進行のもとで始まり、

最初に杉浦会長から「昨年はリーダーの方々を始

め会員の皆さんのご協力で円滑な協会運営がで

きたことを感謝いたします。本年度も現役時代の

経験を生かし、各事務所班でのチームワークを図

りながら本年度事業を円滑に推進していただきた

い。」との挨拶がありました。 

 議事に入り、新井副会長から、１）２７年度会員

について、２）河川愛護月間行事の支援、３）東京

都総合防災訓練、の議題が示されました。 

最初に、２７年度の事業予定については、二宮

副会長が本年度の各事業についてその概要、実

施時期、担当役員などを説明するとともに、各事

務所と意見交換会等を行うなどして事業の円滑な

実施をお願いしました。 

次に河川愛護月間行事の支援については、佐

藤、高橋理事から都民参加行事の「川を歩こう」の

実施にあたり各事務所の担当者と連絡を密に協

力してほしい。また「川のパネル展」及び「東京の

川を考えるシンポ

ジウム」について

は、担当理事が会

員へ個別に協力

依頼を行う旨の説

明をしました。 

 東京都総合防災訓練については、久保田理事

から説明があり、実施日は９月１日（火）、会場は

昭和記念公園ほか、震災時の「自助・共助」体制

の確立並びに行政及び防災機関の「連携」を目

的とし、主な訓練内容としては、①地域住民の避

難場所への避難訓練及び避難場所運営訓練、

②住民共助による訓練、③建物倒壊からの救出

救助活動等訓練、④モノレールからの救出救助

活動訓練等、の案が検討されているとのことでし

た。具体的な訓練内容は現在協議中とのことであ

り、決まり次第、建設局から連絡があるので北北

建班、西部公園班のリーダーへは別途通知する

とのことでした。 

各リーダーとの質疑応答では、①各事務所班

内部での情報連絡方法の改善 ②本部とリーダ

ー・サブリーダーへの情報交換をこれまで以上に

密に願いたいとの意見等が出され、本部内で検

討することになりました。 

最後に、新井副会長から本年度も建設局と密

接な連携を保ちながら事業を円滑に実施していき

たい。リーダーの皆さんのご協力をお願いしたい

と挨拶があり、閉会しました。 

広報担当理事 高橋紀男 

 

初めて参加 ！！ 

―東京都・八王子市合同風水害対策訓練― 

 
松浦所長と高橋、矢野両会員 

東京都が区市町村と合同で風水害対策訓練

を行うのは昨年の奥多摩町に続き２回目であ

る。建設局としては総務局総合防災部よりの協

力依頼を受け参加する形となっている。昨年の

西多摩建設事務所に引き続き、今年は５月 31
日（日）南多摩西部建設事務所が参加すること

となり、土砂災害発生に関わる情報の伝達訓練

及び会場内（八王子市立恩方第二小学校体育

館）で、土砂災害警戒区域等に関する広報啓発

のためのパネル展示を行った。 
協会としては松浦所長から杉浦会長宛てに

会員の派遣依頼を受け、砂防ボランティアを併

任している矢野末義会員と高橋紀男会員が応

援派遣されることとなった。 
今後毎年、梅雨や台風シーズンとなる前のこ
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の時期に、地元自治体と都の合同風水害対策訓

練が実施されるようで、地元自治体の風水害の

想定形態により訓練内容は変化すると思われ

る。 
八王子市は都内でも土砂災害危険個所が多

いことから、訓練は台風による集中豪雨で土砂

災害警戒情報が発令され、さらに被災者も出て

いることを想定し、消防庁（ハイパーレスキュ

ー、地元消防団）・警察・行政（都、市）・地元

住民ら約１，０００人が参加する規模となった。 
消防関係の訓練は、プールを利用し、急流河

川の中に取り残された親子をボートで救出し

たり、崩れた崖の中腹に残された人をロープに

より崖下まで搬送したり、倒壊家屋から閉じ込

められた人を救出したり、救急ヘリからのホイ

スト降下・担架での救出などであり、普段の訓

練の成果が発揮されていた。また、市の道路部

隊による道路啓開や住民参加による水防工法

訓練、炊き出し訓練など、小学校校庭の狭い会

場でコンパクトにまとまっていた。その他体育

館においてはパネルによる土砂災害啓発のほ

か、心臓マッサージなどの救命講習会も盛況で

あった。 
建設局本庁からは中島河川部長、渡辺土砂災

害対策担当課長も参加し、南西建からは松浦所

長、工事課大竹課長代理、他職員数名、公園協

会からも二名の応援職員が出席した。訓練は予

定通り１２時に終了、前田副知事と八王子市長

から「伊豆大島や広島市の様に土砂災害は多く

の人命を奪い、突然発生することが多いが、日

ごろからの備えにより生命財産を守っていく

ことが大切である。」という講評を受け、本番

さながらの訓練は全て終わった。 
感想であるが、前日夜の小笠原を震源とする

地震や日本各地での火山噴火による住民避難

などを身近に感じ、現実感のある訓練となって

いた。南西建設事務所の皆様には、車での送迎

を始め大変お世話になり有難うございました。 
南西建班 高橋紀男 

砂砂防防ボボラランンテティィアア全全国国のの集集いい  

 砂防ボランティア全国の集いは、年に一度、全

国の砂防ボランティアが一堂に会し、その体験を

発表し合うことなどにより、ボランティア活動の今

後のあり方や技術の研鑽に努めること等を目的と

して開催されています。例年、土砂災害防止月

間（６月）の初旬に行われますが、今年度は、６月

４日（木）午前１１

時か ら 山形県山

形市「山形テルサ

３ 階 」 （ ア プ ロ ー

ズ）で開催されま

した。当日の様子

を次第に沿って報告します。 
 
◆ 主催者挨拶 

  砂防ボランティア全国連絡協議会会長 森俊勇氏 
本年５月末の砂防協会等の設立状況は７１団

体、約６，０００人の会員数である。最近の傾向とし

ては会員の高齢化や会員の確保が困難になって

いる状況が見受けられる。今後 OB の皆さんが気

軽に参加し易い形を工夫していく必要がある。ま

た、本日功労

者表彰が予定

されているが、

協会の HP（※

1）にも掲載す

ることになった

ので会員の皆様にお伝え願いたい。 
◆ 来賓挨拶 

国交省水管理・国土保全局砂防部長 大野宏之氏        

昨年の土砂災害の発生件数は１，２８４件で死

亡者数は８１名となっている。土砂災害から人命を

守るのはいかに難しいか痛感させられる。昨年広

島では ７０名を超える尊い命が奪われた。避難

するしないは最終的には住民の判断となるが、そ

のための知識の普及が必要と考える。今後、行政

のみならず防災ボランティアの皆様の活動にも期

待したい。 
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◆ 協会活動報告 

① 山口県防災・砂防ボランティア協会 

平成２１年７月２１日午前、山口県防府市・山口

市を中心とした集中豪雨により、多くの土砂災害

が発生し、この災害から５年が経過したが、改め

てこの災害を風化させず、将来にわたり伝承して

いくため、土

石 流 を 主 と

し た 災 害 記

録をとりまと

め 「 災 害 記

録誌」として

刊行することにした。 
 因みに、平成２１年７月の土石流災害の概要は

最大時間雨量６３．５ｍｍ／ｈ（この地域では観測

史上最大）その前６時間の雨量が２２０ｍｍ/６ｈで、

皆様も記憶にあると思いますが、特別養護老人

ホーム「ライフケア高砂」の入所者７名が亡くなら

れました。 

② 日光砂防ボランティア協会 

 土砂災害防止広報活動と国の登録有形文化財

である砂防設備を守ることをテーマとして 
１） 土石流危険渓流の点検（大谷川流域） 
２） 稲荷川砂防設備（国登録有形文化財及び土

木遺産）の損傷箇所の調査及び改修方法等

のアドバイス 
３） 広報活動の支援（日光ツーデーウォーク等） 
 について、それぞれ活動報告がありました。 
 
◆ 砂防ボランティア活動等功労者表彰（※2） 

 岩手県盛岡市の米沢谷誠悦氏をはじめ３４名

の方に森会長から表彰状が手渡されました。 
◆ 斜面判定士（※3）認定証授与 

 今年度の斜面判定士の授与対象者は３７団体、

１９３名であり、青森県及び愛媛県の砂防ボラン

ティア協会が代表として受領しました。 
◆ 砂防ボランティア基金（※4）交付決定書授与 

全国の団体から４０件の応募があり、５月１９日

の審議会に諮り、３９団体に計３２０万円の助成金

を交付することとなり、代表として山形県砂防ボラ

ンティア協会の押野会長が受領しました。 
 

◆ 閉会挨拶 

 山形県砂防ボランティア協会 押野会長 
 近年、降雨量が多くなり、また、それによる災害

も多発化の傾向がある。ボランティア協会として、

今後も地道にしっかり活動していくことが使命と心

得ている。皆さんと共に頑張って参りたい。 
                                        
※1 協会のＨＰ 

http://www.sff.or.jp/volunteer/katsudousiryou/ 

※2  砂防ボランティア活動等功労者表彰 

HOME＞公共事業への取り組み＞砂防ボランティア

全国連絡協議会＞砂防ボランティア活動等功労者

表彰 

※3 斜面判定士 

HOME＞公共事業への取り組み＞砂防ボランティア

全国連絡協議会＞斜面判定士とは 

【一部抜粋】 

「土砂災害の危険個所を日常または災害時に巡視・

点検するためには、一定の土砂災害に関する知識と

経験を有することが重要です。一定の要件に該当す

る方々を平成８年度から斜面判定士として認定登録

しております。斜面判定士は下図の手続き等（図略）

により認定・登録されます。平成２７年６月現在、

全国で２，８２５名が登録されています。」 

※4：砂防ボランティア基金 

HOME＞公共事業への取り組み＞砂防ボランティア

全国連絡協議会＞砂防ボランティア基金 

【一部抜粋】 

「砂防ボランティア基金は砂防ボランティアの活動

に対する助成事業を行うことにより、安全で健やか

なそして生き甲斐のある地域社会づくりに寄与する             

ことを目的として設立するものである。」 
                                        
  

午後は、会場を１階（テルサホール）に移し、国

土交通大臣・山形県知事・山形市長の挨拶の後、

以下の３つのプログラムに沿い進行し、１７時で終

了となりました。 
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① パネルディスカッション（土砂災害から命を守 
るために考えよう） 

 
② 特別講演（防災に役立つ天気予報活用法） 
③ 事例報告（活かしてほしい私たちの土砂災害

体験・取り組み） 
 

 ここでは特に②の三ヶ尻知子氏（気象予報士）

の特別講演の中のタイムリーな情報提供を紹介

します。 
 ７月１日から気象衛星ひまわり８号から衛星画

像を受信することになるが、従来（ひまわり７号）と

比べると、白黒からカラー画像となり解像度が約４

倍になり、また３０分に一度の送信頻度であった

ものが２分半に一度となる。このことにより、黄砂

や火山の噴煙の状態、更に台風の雨雲の発達

状況や予想進路等の解析に非常に有力な情報

となるとの話がありました。 
 その後、テレビ等で実際の画面を見たところ（実

際は７月７日から放映）、カラー化により噴煙が鮮

明に見え、雨雲の動きも滑らかになったのが印象

的であった。今後の気象情報の精度アップに是

非期待したいものである。 
終わりに、森会長の挨拶にもありましたが、全

国の砂防ボランティアの設立状況は 71 団体

5,929 名（２７年６月現在）である。その殆どの団

体は専ら砂防施設に関する点検や土砂災害があ

ったときの情報伝達等に係わっているが、東京都

のように建設防災ボランティア協会の中に砂防ボ

ランティア協会が包含されており、通常は砂防ボ

ランティアのメンバーも道路点検や勝どきミニツア

ー、参集訓練等の活動に参加していることが、他

の全国の組織と大きく違う点である。 
 また、全国の組織の中には阪神淡路大震災後

にできた NPO 法に基づき法人化した組織が１６

団体ある。この中には地元県や自治体の発注す

る委託業務を受託し、砂防施設の点検業務や被

害調査等を積極的に実施している団体もあります。

一方、中には活動費が少なく（会員の年間会費

のみ）更に高齢化が進み十分な活動が行えない

団体もあるようです。 
 参考までに昨年度の当協会員の平均年齢を試

算したところ６８．６歳となっています。このうち、砂

防ボランティア会員の平均年齢は７０．１歳となっ

ており、年々高くなる傾向にあることから当協会の

高齢化も例外ではありません。 
 全国的に地球温暖化の影響を受け、気象変動

が大きくなっています。また御嶽山、口永良部島、

箱根山等の火山が活発化しており、地殻変動も

大きなニュースになっています。このような状況下

で防災ボランティア協会、砂防ボランティア協会

の役割も更に重要なものとなっています。今後も

行政や関係機関と連携をとりながら着実に活動し

ていくことが必要であると考えます。 
              砂防担当理事 佐藤清美 
 

北北北北建建ととのの意意見見交交換換会会  

平成２４年度から毎年開催されている北北

建との意見交換会が、２７年３月１２日に行わ

れました。今会は、北北建の工事現場視察、管

理職との意見交換会、引き続く懇親会と充実し

た内容となりました。 
北北建からは、現場視察に藤田所長、飯村工

事第一課長、荒川工事第二課長、富澤工務係長

等にご同行頂き、意見交換会には全管理職の

方々にご参加頂きました。また、懇親会にも皆

様にご出席頂きました。 
協会（北北建班）からは、藤井リーダー、 

飯塚サブリーダー、藤江、林（銑）、吉原、野

村（隆）の６名の会員が参加しました。 
参加協会員は、１５時３０分に北北建会議室

に集合すると、挨拶もそこそこにヘルメッﾄを

手にし、マイクロバスに乗り込み、現場視察に

向かいました。 
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最初の視察現場は、空堀川の整備事業（東大

和市の東芝中橋付

近）でした。特徴

のとして、一般的

な河川改修手法で

ある下流からの拡

幅整備と同時に、

中上流部の蛇行し

ている現河道に対しショートカットする計画

河道を、暫定的に調節池として活用してきたこ

と、また蛇行していた旧河道を洪水時に調節機

能を持たせ、普段は地元市管理の遊歩道として

整備していることなどがあります。これらの説

明を聴くにつれ、長年に渡る現場の工夫や苦労

が今やっと花開きはじめているような気がし

ました。 
次の視察場所は、国分寺３・２・８（府中所

沢線）の西武国分寺線（鷹の台～恋ヶ窪間）と

の立体交差事業で

した。この現場の

特徴は、鉄道前後

の用地がまとまっ

て取得できたため、

工事に時間を要す

る鉄道交差部の工

事が、他の箇所より早期に工事着手できたこと、

また単線である鉄道との交差角が大変スキュ

ー(道路側から見た交差角４９．５°)であるこ

と、工事桁方式により工事が進められているこ

とがあります。なお、この工事は西武鉄道への

委託事業として行われていました。 

          

        西武国分寺線 立体交差現場 

こうした現場での丁寧な説明や熱心な質疑

に伴い、視察終了時刻はかなり押してしまいま

した。事務所に戻っての意見交換会は、時間も

ない中、双方の自己紹介を行い、北北建からは

事業概要を、協会からは建設局と一体となった

活動内容を紹介させて頂きました。 

引き続き、場所を変えての意見交換を行い、

北北建と協会の意思疎通がかなり図られたと

思います。 

最後に、お忙しい中、有意義な「意見交換会」

を開催して頂き、合わせて普段見ることの出来

ない現場視察を設けて頂きました藤田所長を

始め、北北建の管理職、関係職員の皆様に、こ

の紙面をお借りしまして御礼を申し上げます。 

                北北建班 野村 隆  

 

南南東東建建ととのの意意見見交交換換会会  

 ２０２０年開催予定の東京オリンピック・パ

ラリンピックや東日本大震災の復旧・復興事業

への対応のため、行政も民間も土木技術者の不

足問題が大きな課題となっている。これは以前

公共事業が抑制され、行政も民間も技術者の採

用を控えてきたこと。また、この数年で技術力

を永らく担ってきた「団塊の世代」の大量退職

が重なったのが大きな要因である。 

 この技術者不足の対策に取り組むには行政

も民間も定年退職した技術者を再雇用し急場

をしのいでいるのが実情である。このような中

で防災ボランティアのメンバーの長年培った

技術力を後輩職員に伝えようと、南東建では数

年前から事務所の職員と防災ボランティアの

メンバーによる定期的な意見交換会を開催し

てきた。 

 今年は平成２７年３月１０日に元土木技術

研究所（現土木技術支援・人材育成センター）

で長年土質や地盤を研究されてきた杉本隆男

さんが「都市土木工事に伴う地盤災害のトラブ

ル・シューター」という題のもとに、地盤災害

の誘因と素因、基礎や掘削盛土の問題、道路陥

没や擁壁の変形、地下水の問題等についてパワ
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ーポイントを活用し１時間半に及ぶ格調高い

講演を行った。このテーマは杉本さんが長年地

盤災害の問題等に取り組み実際に解決してき

た様々な事例をもとに分かりやすく構成され

たものである。南東建からは中村所長以下全管

理職と職員 20 名、杉本、田澤、織田、植杉、

本間、矢内、大坪、原田の８会員が参加し熱心

に講義を聞いた。 

  
フリーディスカションでは道路舗装の振動

や騒音に対する土質上の問題と解決策や、河川

の調節池築造時のおける井戸枯れの誘因や対

策等熱心な質疑応答がなされた。南東建が現在

及びこれから事業を進めるに当たり実際に生

じる課題などが議論され大変有意義であった。

また、南東建のご配慮で管理職との懇親会も設

営され懇親を深めることができたのも大きな

収穫であった。 

このような都庁ＯＢの経験・技術を評価し活

用していただいた中村所長を始め管理職・関係

者の皆さんに感謝するものである。 

南東建班 原田龍次 

新規会員の紹介 

前回の紹介以降下記の５名が入会されました。 

 

横井純夫さん（六建班、ミニツアー） 

藤田雅人さん（二建班） 

佐々木雅紀さん（北北建班） 

若尾啓介さん（南東建班、砂防、ミニツアー） 

村山公一さん（一建班） 

皆様よろしくお願いいたします。 

 

 

※ 協会からのお知らせ ※ 
 

① 記事にも書きましたが、今年度から道路整備

保全公社の川久保和子さんが、事務局書記

として私達の活動のお手伝いをしていただく

こととなりました。よろしくお願いいたします。 

② 各班の活動報告をお待ちしてます。ぜひ下

記編集担当理事又は林まで連絡願います。    

林アドレス(mikio.hayashi@okumuragumi.jp) 

③ 協会のＨ．Ｐ(東京都建設防災ボランティア掲

示板)には、最新の情報、ニュースのバックナ

ンバー、建設局報などが載っています。たま

に閲覧してみてください。 

アドレス（http://tokyo-adv.info/） 
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